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特 特 大学は大きく変わります 大学は大きく変わります 

 

集 集 

情 報 学 部 新 設  

－情報工学科、そして柔軟な感性を生かせる 
　　　　　　　　　　　　　情報デザイン学科－ 

　情報学部設置の目的の一つが、コンピュータ、
情報通信機器といった情報基盤をつくる技術を教
える今までの「情報工学科」を充実させることで
ある。そこで、メディア情報通信学科の情報分野
を加え、「新しい情報工学科」を作ることにした。 
　「情報」は生活やビジネスの中に根付いているが、その利用技術は世界的にも初期の段階である。また、
日本での情報の利用水準は１０位と先進国でも遅れている。利用技術の中で世界的に注目されているのが、「情
報デザイン（情報建築）」である。情報デザインの教育は、多摩美術大学など美術系大学での視覚デザイン
が中心となっている。バリアフリーといった人間に優しい建築が求められているように、人間に優しい情
報技術も情報デザインの一種である。「情報デザイン学科」では今後、需要の増加が期待されるビジネス
分野での情報デザインを中心に教育するため、データべース技術にも重点を置く。 
　情報技術の基礎教育は学部共通教育とし、利用者が安心して利用できる情報環境を提供する情報セキュ
リティについても共通教育とする。その他、学部共通教育を増やすことで、専門性にとらわれない情報技
術教育ができるようにもしている。 
 

　西暦２００４年（平成１６年）度は、教育界にとっ
ても戦後に続き２度目の大変革の年になる。
国立大学も法人化され、大学の質の保証に係
る新たなシステム構築が開始される予定である。 
　本学はすでに、平成１２年に大学基準協会の
保証を受けているが、本来の大学の使命であ
る「基本的素養」を身につけた人材を育成す
るため、更なる充実発展を目指し、「社会の
ニーズ」に応える改革を進めてきた。その結
果、平成１６年度からは、現在の情報工学科、
メディア情報通信学科を母体とした「情報学部」
を新設する。また、工学部に未来産業として
期待される「バイオ・リサイクル学科」を設
ける。 
　「工学部」「現代社会学部」「情報学部」
の力を結集し、基礎学力や教養教育を充実さ
せる「総合教育センター」を全学的組織とし
て発足させる。 

平成16年度からの 
広島国際学院大学　学部・学科　相関図 

情報デザインの授業 

 

出会えた、見つけた、未来の夢 
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総合的に就職支援 1年生から 就職活動の支援を進める！ 
1年生から 
就職活動の支援を進める！ 

 

　平成１５年度の初めより工学部で「総合的就職支援」がスタート
した。１年次生から就職支援のきめ細かい取り組みを進める。 
　１年次生はまず入学時点で「自己分析」を受検し、併せて「キ
ャンパスライフ講演会」も受講させ、就職等の動機付けと受講科
目の履修計画、及び就職に有益な資格取得を意識するよう指導す
る。また２年次生の後期も「自己分析」を受検し、２年間の成長・
変化を確認する。さらに、３年次生の夏休み直前、全員が「適性・
適職試験」を受検する。夏休み
終了直前に集中講義で「キャリ
アデザイン」が６日間（２４コマ）

ある。過去３回の受検結果等を参考にして、自己分析・自己ＰＲ・職業観・
就職試験対策模試・文章表現・会話能力・面接対策等を学び、単位を認定
する。その他に、各学年で視聴覚教材を用いた就職ガイダンスと、就職試
験対策講座・各種資格取得講座を課外で実施する。未整理の部分もあった
就職支援を総合的・系統的に推進できるよう改善した。 

企業説明会の緊張 

講師の熱意！ 

　このたび、大学院工学研究科・材料工学専攻で３名、同じく計測制御
専攻１名に博士号（工学）が授与された。材料工学専攻のチャリン・テ
チャプン氏（タイ、チェンマイ大学講師）、藤山博一氏（福岡工業大学
講師）の２名は論文博士。いずれも高いレベルの博士論文による授与で
ある。宇都宮丈裕氏は本学情報工学科出身。愛媛大学農学部大学院進学
を辞退して本学に入学、３年で喜びの課程博士号授与となった。計測制
御専攻の池坊繁屋氏は、６編からなる優れた博士論文で課程博士を授与された。 
　本学博士課程の研究と教育の充実ぶりは、各分野で次第に注目されつつある。今後も発展が期待される。 

　工学部メディア情報通信学科　田中誠助教授の卒研生、中尾逸人、中
嶋顕太、野尻基晴、山本忠俊の４名は、卒業研究でＪＡＶＡプログラミン

グに取り組み、Ｊ-ｐｈｏｎｅやＫＤＤＩの携帯電話で動作
するゲームソフトを開発して、その成果を一般に
公開した。 
　作成したのはシューティング・ゲーム「小宇宙

－ｃｏｓｍｏ－」、登録カテゴリは「アクション／シューティング」、種別は「フリー」、作者名
「ｓｏｋｋｅｎ」。携帯アプリダウンロードサイトの「Ｊアプリ★ゲット（ｈｔｔｐ：//ｊｐ.ａｐｐｇｅｔ.ｃｏｍ/）」
にアップロードし、人気ランキングで、２７１組中最高５位を記録するまでになった。
　成果の一般公開により、学生たちの喜びと達成感が伝わってくる。それがなによ
りの成果である。 

 

　　 

開発グループ 

出会えた、見つけた、未来の夢 

大
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大
学
生
に
な
っ
て
、
今
ま
で
に
体
験
し
た
こ
と
の
な
い
世
界

へ
足
を
踏
み
入
れ
て
み
た
か
っ
た
ん
で
す
。 

　
茶
道
は
か
た
っ
く
る
し
い
イ
メ
ー
ジ
だ
け
が
先
に
た
っ
て
、

な
か
な
か
始
め
に
く
い
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
だ
け
ど
、

ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
入
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
新
し
い
世
界

を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
茶
道
に
は
礼
儀
作
法
、
も

て
な
し
、
思
い
や
り
の
心
な
ど
美
し
い
日
本
の
文
化
が
つ
ま
っ

て
い
ま
す
。 

　
先
輩
が
卒
業
し
、
春
の
入
学
式
茶
会
は
自
分
た
ち
だ
け
で
稽

古
、
準
備
、
資
金
集
め
ま
で
し
な
く
て
は
な
ら
ず
い
ろ
い
ろ
大
変
で
し
た
。
し
か
し
当

日
は
満
開
の
さ
く
ら
の
下
１
５
０
名
を
超
え
る
新
入
学
生
と
保
護
者
の
方
々
を
お
祝
い

す
る
こ
と
が
で
き
、
大
成
功
に
終
わ
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
短
冊
を
書
い
て
く
だ
さ
っ
た

理
事
長
先
生
を
は
じ
め
、
あ
ら
ゆ
る
面
で
協
力
し
て
く
だ
さ
っ
た
多
く
の
先
生
方
、
学

校
関
係
者
の
皆
様
の
支
え
を
頂
い
た
か
ら
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
私
た
ち
の
た
め
に
毎
週

遠
く
か
ら
指
導
し
に
来
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
久
賀

先
生
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ

う
し
て
素
直
に
感
謝
で
き
る
の
も
茶
道
を
始
め
た

お
か
げ
だ
と
思
い
ま
す
。 

　
私
た
ち
茶
道
部
は
、
古
き
良
き
日
本
の
伝
統
文

化
を
重
ん
じ
つ
つ
、
新
し
い
時
代
へ
引
き
継
い
で

い
き
た
い
強
い
意
志
で
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
茶

道
は
決
し
て
古
い
文
化
で
は
あ
り
ま
せ
ん
！
今
も

し
っ
か
り
と
受
け
継
が
れ
、
こ
こ
広
島
国
際
学
院

大
学
に
も
茶
道
の
小
さ
な
花
が
咲
き
は
じ
め
て
い

ま
す
。 

 

いま、素直に感謝できるのも茶道のおかげ 

工
学
部
情
報
工
学
科
平
成
7
年
3
月
卒
業
　
川

手

雅

史

 

か
わ
　 

て
　 

 

ま
さ
　

ふ
み 

　
平
成
７
年
４
月
に
中
国
新
聞
社
に
入
社
、
制
作
局
画
像
部
に
配
属
さ
れ
ま
し

た
。
専
用
の
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｗ
Ｓ
）
を
使
っ
て
紙
面
に
掲
載
さ
れ
る
写

真
の
画
像
補
正
、
地
紋
（
見
出
し
）
作
成
、
新
聞
広
告
入
力
処
理
が
主
な
仕
事
で

し
た
。
紙
面
製
作
と
は
別
に
カ
ラ
ー
紙
面
印
面
を
よ
り
美
し
く
仕
上
げ
る
た
め
の

研
究
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。 

　
画
像
部
（
後
に
ビ
ジ
ュ
ア
ル
グ
ル
ー
プ
と
改
称
）
で
の
７
年
間
の
う
ち
、
最
後

の
約
１
年
間
は
デ
ザ
イ
ン
チ
ー
ム
に
所
属
し
ま
し
た
。
新
聞
記
事
と
と
も
に
掲
載

さ
れ
る
地
図
、
グ
ラ
フ
、
カ
ッ
ト
、
図
解
な
ど
の
デ
ザ
イ
ン
作
成
を
し
ま
し
た
。

先
の
３
つ
は
新
聞
記
事
を
よ
り
視
覚
的
に
分
か
り
や
す
く
す
る
も
の
で
、
デ
ザ
イ

ン
に
よ
っ
て
善
し
悪
し
が
決
ま
り
ま
す
。
カ
ッ
ト
は
タ
イ
ト
ル
カ
ッ
ト
な
ど
見
出

し
に
代
わ
る
も
の
で
す
。 

　
画
像
補
正
、
デ
ザ
イ
ン
で
使
用
す
る
Ｗ
Ｓ
、
Ｍａ
ｃ
な
ど
の
多
く
は
学
生
時
代
に

学
ん
だ
こ
と
と
大
き
く
違
い
、
職
場
の
先
輩
方
か

ら
方
法
を
習
い
ま
し
た
。
機
器
の
移
り
変
わ
り
の

早
さ
は
目
覚
ま
し
く
、
日
々
勉
強
、
そ
の
技
術
習

得
が
重
要
で
す
。 

　
昨
年
１０
月
よ
り
広
告
局
に
配
属
さ
れ
、
広
告
デ

ジ
タ
ル
化
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
広
告
業

界
で
は
有
力
広
告
主
の
間
で
広
告
制
作
費
の
削
減

と
取
引
の
迅
速
化
を
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

„
ア
ナ
ロ
グ
的
“
な
部
分
を
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
こ

と
で
、
省
人
、
省
力
化
、
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
で
き
る

と
見
込
ん
で
い
ま
す
。
入
社
し
て
８
年
、
配
属
先

で
の
様
々
な
業
務
か
ら
新
聞
社
は
『
職
種
の
デ
パ

ー
ト
』
だ
と
痛
感
し
て
い
ま
す
。 

新聞社は「職種のデパート」と話す 

出会えた、見つけた、未来の夢 



ちょっとテレながらリモコンボタン 
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ちょっとテレながらリモコンボタン 

お年寄りがデジタル放送の体験！ お年寄りがデジタル放送の体験！ お年寄りがデジタル放送の体験！ 

地上デジタル放送による 
ショッピング体験 

　三好研究室では卒業研究の一つとして、地上波デジタル放送実験協議会の
会員となって、地上波を使ったデジタル放送におけるデータ放送の利用方法
について研究している。地上波を使ったデジタル放送は２００２年１２月から東京・
大阪・名古屋で放送開始。広島でも２００６年に開始予定である。デジタル放送
は番組とともにデータも放送する。番組を見ながら情報を選び、閲覧したり、
ショッピングするといった双方向的な使い方もできる。 
　この実験を今年の３月、老人保健施設「せのがわ」のご協力で、中国地上
デジタル放送研究開発支援センターの設備をお借りし、ＮＴＴデータの技術
支援を受けて実施した。お年寄りにデジタル放送の良さを体験して頂き、テ

レビゲームや福祉用品シ
ョッピングのご意見を伺
った。 
　ショッピングは、画面がわかりやすいという意見が
あったが、操作が難しいという意見もでた。これはデ
ジタル放送用のリモコンボタンが小さくて、お年寄り
には押しづらいということのようである。これからは
リモコンボタンの改良を含め、誰でも気軽に楽しく使
えるデータ放送の研究を進めて行きたいと思っている。 

　　 

ふうーんなるほどー！ 

緊張していまーす！（説明する学生） 

テレビショッピング画面 

　研究費をより有効に利用するために、平成１４年度より申請された研
究課題とそれに伴う研究費の内容を審査して、評価の高い研究に対し
て研究費を配分する枠がもうけられた。それとともに、その研究成果
を報告し、申請どおりあるいはそれ以上の成果が得られているかどうかも、チェックすることになった。
このたびの成果報告会がその第１回目にあたる。 
　第１回目の報告会は、平成１５年３月１７日（月）午前１０時より開催された。発表された件数は、平成１４年度
に特別研究費が交付された１２件で、午前６件、午後６件の発表が行われた。かなりの成果を上げている研
究、取り扱っている研究課題が極めて難しくすぐに目に見える成果が得にくい研究、まだ緒についたばか
りの研究、学外と連携し分担領域を定めてなされている研究、途中段階にある研究などいろいろあったが、
発表者はいずれもこの１年の努力の成果をまとめて公表し、それに対して学長をはじめとする多くの参加

者との間で活発な討論が進められた。 
　本来、研究の成果の評価ほど難しいものはないともいわれる。大体同
じ分野であればＩｍｐａｃｔ Ｆａｃｔｏｒの大きい雑誌に論文がＰｕｂｌｉｓｈされている
かどうかが判断の基準になるが、本学のようにいろいろな分野の研究で
は、それも難しい。しかし、研究者の研究に対する熱意は発表をきけば
伝わってくるものである。いま早急に成果を云々するよりは、研究者の
熱意を感じる場所としてこの成果報告会を位置づけ、その中から島津の
田中耕一さんのような研究が生まれることを期待したい。 

張りつめる発表会場 

研究者の熱意を感じ合う場所として！ 

工学部長　　今　村　　　詮 
いま　　  むら　　　　　　   あきら 

厳しい質問・意見 

出会えた、見つけた、未来の夢 
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工
学
部
教
育
ミ
ニ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
く
！ 
工
学
部
教
育
ミ
ニ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
く
！ 

　
学
生
諸
君
に
満
足
し
て
も
ら
え
る
教
育
を
す
る
こ
と
が

で
き
る
か
ど
う
か
が
、
本
学
に
と
っ
て
生
き
残
れ
る
か
ど

う
か
を
決
定
す
る
最
も
重
要
な
因
子
に
な
る
。
教
え
る
立

場
の
教
員
が
い
い
教
育
と
思
っ
て
も
、
学
ぶ
立
場
の
学
生

の
皆
さ
ん
が
満
足
し
て
く
れ
な
け
れ
ば
、
単
な
る
独
り
よ

が
り
と
な
る
。
こ
の
間
題
点
を
克
服
す
る
ひ
と
つ
の
方
向

と
し
て
、
互
い
に
教
育
内
容
を
披
露
し
、
忌
憚
の
な
い
意

見
を
述
べ
合
う
場
の
設
定
を
考
え
た
。
そ
こ
で
昨
年
よ
り

「
学
内
特
別
教
育
費
」
を
配
分
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
成

果
報
告
と
と
も
に
、
今
年
度
新
た
に
申
請
さ
れ
た
テ
ー
マ

に
つ
い
て
の
実
施
計
画
を
発
表
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
３

月
１３
日（
木
）開
催
し
た
。
教
育
成
果
を
上
げ
る
た
め
に
考

え
て
き
た
い
ろ
い
ろ
な
ア
イ
デ
ア
を
お
互
い
に
出
し
合
い
、

そ
の
情
報
交
換
を
通
し
て
、
全
学
的
に
学
生
諸
君
へ
よ
り

大
き
な
満
足
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
の
が

目
的
で
あ
る
。 

　
午
前
は
１１
件
の
発
表
で
、
そ
の
内
訳
は
１４
年
度
の
「
学

内
特
別
教
育
費
」
に
よ

る
成
果
発
表
の
９
件
と

飛
び
入
り
の
発
表
２
件

で
あ
る
。
午
後
は
次
年

度
申
請
の
実
施
計
画
９

件
の
発
表
が
あ
っ
た
。

学
長
、
総
長
を
は
じ
め
、

多
く
の
教
員
が
参
加
し

て
活
発
な
意
見
が
交
わ

さ
れ
、
討
論
時
間
が
不

足
気
味
で
あ
っ
た
。
今

後
の
参
考
に
な
る
興
味

深
い
発
表
が
多
か
っ
た
が
、

特
に
興
味
を
引
い
た
と
思

わ
れ
る
も
の
を
紹
介
す
る
。 

　
情
報
工
学
科
の
銭
教
授

に
よ
る
「
実
践
型
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
関
連
技
術
者
の
育

成
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
関
連

資
格
取
得
へ
の
支
援
」
で

は
、
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
の
指
導

に
よ
る
成
果
が
紹
介
さ
れ

た
。
銭
教
授
、
趙
助
教
授

コ
ン
ビ
の
並
々
な
ら
ぬ
熱

意
と
努
力
が
発
表
か
ら
あ
ふ
れ
、
聴
衆
に
極
め
て
大
き
な

イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
た
。
共
通
基
礎
講
座
の
高
石
講
師
に

よ
る
「
工
学
部
１
年
次
の
数
学
教
室
に
お
け
る
個
別
指
導

の
成
果
」
で
は
、
習
熟
度
別
の
指
導
、
事
前
教
育
、
夏
休

み
期
間
の
夏
季
特
別
補
講
（
リ
カ
レ
ン
ト
補
講
）
、
学
習

支
援
室
を
利
用
し
た
き
め
細
か
い
指
導
な
ど
、
独
創
的
な

教
育
方
法
の
成
果
が
顕
著
な
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

ま
た
機
械
工
学
科
の
内
海
講
師
に
よ
る
「
３
次
元
Ｃ
Ａ
Ｄ

の
導
入
」
は
、
巧
み
な
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て

学
生
の
モ
テ
ィ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
う
ま
く
導
き
出
し
、
学
生

が
感
激
す
る
で
あ
ろ
う
と
納
得
で
き
る
発
表
で
あ
っ
た
。 

　
今
後
も
こ
の
試
み
を
継
続
し
て
行
く
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
課
題
と
し
て
は
全
教
員
が
出
席
す
る
こ
と
。
で
き
れ

ば
学
生
諸
君
に
も
こ
の
会
に
出
席
し
、
意
見
を
述
べ
て
も

ら
う
こ
と
を
考
え
て
い
き
た
い
。
こ
の
意
見
交
換
・
情
報

交
換
に
よ
り
本
学
の
教
育
内
容
の
特
色
が
築
か
れ
て
い
く

こ
と
を
切
望
す
る
。 

工
学
部
長
　
　
今
　
村
　
　
　
詮 

い
ま
　
　
　
む
ら
　
　
　
　
　
　  

あ
き
ら 

創意工夫！相互研修 

学生一人ひとりが満足する授業を！ 学生一人ひとりが満足する授業を！ 

立町キャンパス 立町キャンパス 

オープン オープン 
9月 9月 

この広報はホームページでご覧になれます。　ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ.ｈｋｇ.ａｃ.ｊｐ/̃kikaku/kouhou/

 

　９月には広島市の中心、紙屋町と八丁堀の間のにぎやかな一角に、教育・研究と地域交
流の拠点として立町キャンパスが開設される予定です。朝日ビルディングの１階と地下１
階に、多目的ホール、会議室、ゼミ室、休憩のためのサロンが併設されます。 

　ここは、学生のみなさんを始め卒業生、保護者の方にも自由に利用していた
だくと共に、地域社会の活性化や大学と高校の交流も行う多目的な施設です。 
　現代社会学部はもちろん、新設の情報学部や工学部では、ここで講義やゼミ
ナール、学会の研究会などを計画しています。また、学生サークルが発表会な
どを行うこともできます。高校生を対象とした公開授業も行われ、高校生のみ
なさんが絵画展などクラブ活動の成果を発表することも可能です。社会人を対
象にした公開講座、英会話や資格のための講習会なども計画中で、ときには音
楽会や楽しいイベントも予定されています。 
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